
2026年1月８日

書店と図書館がつなぐ未来の読書
書店と図書館の合同研修会

田原市図書館 是住 久美子

図書館の現状
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未設置の市区町
村がまだ存在

公共図書館の設置率の推移

「日本の図書館統計と名簿」日本図書館協会
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減少傾向

「日本の図書館統計と名簿」日本図書館協会

公共図書館の貸出数の推移

単位：千冊 単位：冊
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図書館費 資料費 １館当資料費

公立図書館の図書館費・資料費の推移

「日本の図書館統計と名簿」日本図書館協会

資料費

図書館費

１館当
資料費

1188憶
2497万円

1280憶
4931万円

1467憶
9502万円

1736憶
3608万円

302憶
7561万円

279憶
3171万円

281憶
1748万円

285憶
4867万円

図書館費が増なの
に資料費が増えず

324憶
8000万円

1135憶
3292万円
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非常勤・委託派
遣が増
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司書・司書補数の推移（割合）
専任が２４％

非常勤・委託が７６％
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指定管理者制度導入施設の割合の推移

平成23年度10.7%
↓

令和6年度22.2%
「令和６年度社会教育統計 調査結果のポイント」（文部科学省）より
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公共図書館電子図書館サービス導入自治体数

2020年後半から
の大きく増加

「電子図書館・電子書籍サービス調査報告2023」より
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公共図書館電子図書館サービス自治体普及率

「電子図書館・電子書籍サービス調査報告202４」より

202４年10月1日現在

３２．４％（自治体数ベース）

自治体合計1788（都道府県 47、 政令市20、 特別

区23、市７７２、 町743、 村１８３）のうち

全人口で比較すると、61.7％となり、6割以上

の住人は自治体の電子図書館が利用できる
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文部科学省啓発用リーフレットより13



文部科学省啓発用リーフレットより14



文部科学省啓発用リーフレットより15



改正著作権法が成立（2021年5月26日）

国立国会図書館が各地の図書館向けに行っている
絶版本などのインターネット送信の対象を一般に
拡大

利用者

図書館送信
参加館

国立国会図書館
（デジタルコレクション）

来館

絶版等資料のデータを利用者に直接送信
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NDL個人向けデジタル化資料送信サービス開始
（2022年5月19日）

国立国会図書館HPより
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改正著作権法が成立（2021年5月26日）

図書館

利用者

申請

メールやＦａｘ
で一部分の
送信が可能

権利者
（作家・出版社）

保証金

図書館の蔵書を電子データ化し、利用者にメール等で
送信できるようにする
その際、図書館等の設置者が権利者に補償金を支払う
公布から２年以内に施行

図書館等公衆送信
保証金管理協会
（SARLIB)
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図書館等公衆送信により支払う保証金の額

「図書館等公衆送信補償金規程」一般社団法人図書館等公衆送信補償金管理協会HPより
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https://www.sarlib.or.jp/


デジタルアーカイブの整備
ジャパンサーチ正式版公開（２０２０年８月）
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公共施設等総合管理計画

昭和40年代～50年代に大量に建てられた公共施設の大規模修
繕、建て替え時期が到来

自治体の財政状況の悪化→全ての施設の現状維持は不可能

人口減少、高齢化→公共施設に対する需要の変化

公共施設の見直し

耐震化、長寿命化、統合、廃止を計画的に行う
PPP,PFIの活用
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中心市街地の活性化に関する
法律の一部を改正する法律

住宅や店舗の郊外化、中心部の空洞化
人口減少、高齢化→行政サービス、インフラの全域維持が
困難に

コンパクトシティの実現へ

中心市街地に都市機能を高密度にまとめ、徒
歩や公共交通での移動がしやすい都市
インフラの維持管理、福祉・医療等の行政サ
ービスも効率化
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中心市街地の活性化

にぎわいの創出

豊橋市 「第２期豊橋市中心市街地活性化基本計画」より

図書館の持つ集客力
の高さに注目
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国土交通省による

交付金制度の普及
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誘導施設に図書館
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場としての図書館

災害などで必ずどこかの地域でハード（建物）

やインフラが被害を受け、使えなくなる。

その時に、人々の命を救い、支えあうために社会的
インフラが必要
『集まる場所が必要だ 孤立を防ぎ、暮らしを守る「開かれた場」の社会学』エリック・クリネンバーグ

社会的インフラ

図書館、学校、広場など



第一の居場所

第二の居場所

第三の居場所

サードプレイス

コミュニティの核になる

「とびきり居心地よい場所」
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図書館の役割はより重要に

少子化、縮小社会、地域の危機

→持続可能な地域づくりのためには

行政のみならず社会全体が公共性を持つ

必要がある。

住民自ら様々な情報を収集し、多様な人たち
と協働しながら地域づくりを進める必要

→図書館の役割はますます重要になる
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シビックプライド・
地域アイデンティティの醸成

住み続けたいまちづくり

地域住民の地域に対して持つ誇りや愛着

・シビックプライド

・地域アイデンティティ

ふるさと教育
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